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　6/2（日）10時から11時、交流スペース内で「お金の学校」が開催され
ました。恵庭・千歳においてマネーセミナーや高校へ金融外部講師などを
務める「3maneys」の皆さんが、10歳から15歳の子供を対象にお小遣い
の上手な使い方や貯め方について教えてくれました。参加者からは、「普
段考える機会がなかったけど、これを機に家族のお手伝いをしたり使い方
を見直したい」、「外国のお金に初めて触った」という声など子どもたち
から楽しい会話が聞こえてくる講座でした。
　次回は7月の開催を予定しています。詳細はSNSでお知らせしますので
ご興味のある方はぜひ、ご参加ください。

こいのぼり工作 〈自主事業〉

〈フードバンク事業〉

コミュニティフリッジ恵庭コミュニティフリッジ恵庭

 　6月から企業・団体・個人の皆さまからご寄付頂いた食品や日用品
を必要とされる親子やひとり親世帯、恵庭在住の外国人技能実習生
へお届けするため「コミュニティフリッジ恵庭」（以下CF恵庭）を
オープンしました。「CF恵庭」は、従来のフードバンクと違い、時
間や人目を気にせずに開館時間内（9:30～17:30）においてご都合
の良い時に利用いただける北海道初の施設です。また、大型冷凍冷
蔵庫を完備しており、生鮮品や冷凍品も取り扱っています。なお、
「CF恵庭」は事前登録制です。対象は以下に該当する方です。
　①児童扶養手当を受給されている方
　②就学支援を受けられている方
　③恵庭在住の外国人技能実習生（在留カードをお持ちの方）
　※但し、生活保護受給されている方は対象外となっています。

6/10（月）開所式の様子

北海道文教大学と包括連携協定

　認定NPO法人まちづくりスポット恵み野と北海道文教大学は、5/24（金）
に包括連携協定を締結しました。
　協定締結によって、学生さんの若く柔軟な発想を取り入れ、人・コミュニ
ティ・企業をつなぐ活動のサポートを通じ、地域社会をとりまく様々な課題
の解決や地域コミュニティの活性化を図っていきたいと思います。　
　また、相互の協力が可能な分野において共に連携し、若者世代へも創造体
験活動のきっかけを提供し地域社会の発展に取り組んで参ります。

お金の学校 〈貸館事業〉

　4/21（日）0歳～小学生向けイベントを開催しました。紙コップでこいのぼり
ロケットを作り、お菓子すくいやフォトスポットでの記念撮影をして楽しみまし
た。
　ありがたいことに当初の想定よりもたくさんのお申し込みをいただき、急遽増
枠するほどの反響でした。当日は体調不良等でキャンセルもありましたが91名
の親子にご参加いただきました。
　事後アンケートでは、年齢差がある兄弟はみんなで一緒に参加できるイベント
がなかなか無くありがたいという声や、こんなイベントをしてほしいという声を
いただき、大変参考になりました。ご参加ありがとうございました！

ギャラリーギャラリー

メディア掲載
【テレビ】
・6/11 （火）　HBC　今日ドキッ
・6/17 （月）　HTB　イチオシ
【新聞】
・6/11 （火）　北海道新聞（社会面、地域面）
【雑誌】
・6/21 （金）　地域情報誌ちゃんと　ちゃんと かわら版

　6/10（月）、「コミュニティフリッジ恵庭」（以下CF恵庭）の開
所式が執り行われました。ご来賓として、恵庭市副市長 横道様をは
じめ、業務用大型冷凍冷蔵庫をご寄付下さったフクシマガリレイ株
式会社 北海道支店支店長 木村様、年間約2,880本の飲料水をご寄付
下さった北海道コカ・コーラリテール＆ベンディング株式会社 須藤
様、「CF恵庭」のスペースをご提供下さった大和リース株式会社 北
海道支店 支店長 稲垣様にご臨席頂きテープカットを行いました。
　開所式後は内覧会を行い、テレビ局、新聞社、地元情報誌等、多
くの報道関係者へ「CF恵庭」をご覧いただきました。
「困った時はお互い様」の精神のもと、1人でも多くの方の力になれ
るようスタッフ一同取り組んで参ります。

コミュニティフリッジ恵庭コミュニティフリッジ恵庭
開所式、内覧会、インタビュー時
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支店：恵庭中央支店恵み野出張所

口座番号：普通預金 3996746

口座名：認定NPO法人 まちづくりスポット恵み野 理事 森内 潤一　

【ゆうちょ銀行から】
口座記号番号：02700-7-49271

口座名：NPO法人 まちづくりスポット恵み野

【他行から】
店名：二七九 店
預金種目：当座
口座番号：0049271

※恐れ入りますが、振込手数料は会員様の
　ご負担でお願いいたします。

4月からこいのぼり工作やお下がり交換会などイベントラッシュが
続き、6月にはCF恵庭のオープンなど報告したいことがモリモリ
のラブレターとなりました！ご参加いただいた皆様ありがとうご
ざいました。7月以降も様々なイベントや活動をしていきますので
SNSやラジオなどをチェックしてみてくださいね！　

まちづくりスポット恵み野
認定NPO法人 

〒061-1376　
　北海道恵庭市恵み野里美2-15 （フレスポ恵み野内）

TEL　0123-39-2232 / FAX　0123-39-2227
machispo.megumino@gmail.com

開館時間 休館日　
Mail

9:30～17:30 祝日、お盆、年末年始

広報担当のつぶやき

Ⅹ(旧Twitter) Instagram Facebook

オンライン寄付決済
ホームページ

まちスポ恵み野公式SNS
まちづくりスポット恵み野の活動やイベント情報を発信しています。

ホームページ

　みんなのガーデンプロジェクト2024は杉若圭一さんを講師に迎え「み
んなでチャレンジ！キッチンガーデン」として、循環型キッチンガーデ
ンを子供たちと一緒に作る、環境教育体験講座を開催中。フレスポ恵み
野の正面に広がる”めぐみの丘”に、5/12（日）には「めぐみの丘を花い
っぱいにしよう」を開催し、一年草の植え込みをしました。5/26（日）
には「めぐみの丘をキッチンガーデンにしよう」を開催し、トウモロコ
シの種と小玉スイカの苗を植えました。
　8月には講座に参加してくれた子供たちと収穫して食べる予定です。除
草などの管理は大変ですが、今から収穫がとても楽しみです。

　子供たちの「第3の居場所」として毎週土曜日、12時から交流スペース
でSmileハウスを開催しています。通い始めた頃に比べて、子供たちの表
情も明るくなり、積極的に声を掛けてくれることが増えてきました。食事
後、すぐにワークブックを取り出し熱心に勉強に取り組む姿が見られまし
た。自由時間は外へ遊び、掃除も自発的に取り組んでくれるようになりま
した。
　6/29（土）は、はなふるで開催された「えにわ花とくらし展」へボラ
ンティア活動をしました。ワークショップの呼び込みやチョークアート、
会場の案内など子どもたちが率先して活躍し楽しんでいました。

まちスポ恵み野とは…

　館内には交流スペースがあります。Wi-fiを完備しており、コワー
キングスペースとしての利用、キッズスペースで遊ぶこともできま
す。他、キッチンを使用した料理教室など体験教室としてもご利用い
ただけます。
　私たちは地域の皆様のやってみたい！ことを応援しています。チラ
シが置ける場所もございます。お気軽にお問い合わせください。

賛助会員について

個人　¥3,000円 団体・法人　　5,000円1口

「認定NPO法人まちづくりスポット恵み野」の活動に賛同し会員登録と
一定額の寄付をしてくださる会員のことです。個人と法人で寄付額が異
なり、継続会員となります。
　さらに、認定NPO法人へ寄付をおこなうことで、寄付をおこなう方の
税負担が軽くなる「税制上の優遇措置」を受けることができます。
　いつご入会いただいても当該年度末まで会員となります。

誰もがずっと幸せに暮らせるまちづくり 

市民の身近な存在として地域課題の解決やコミュニティの活性化を促進す
る為、人々をつなぐコーディネートや若者世代へ創造体験活動のきっかけ
を提供しています。

お下がり交換会

　5/2（木）今回は初めてのゴールデンウィークに開催しました。「運動会前
にジャージのお下がりとか…」、「自衛官が多い街だから、ゴールデンウィー
クでお休みのパパとか来てくれたら…」と思い立ちギリギリの企画、周知とな
りましたが、71名の方にご参加いただきました。初めての参加者も多く、パパ
さんの参加もありました。ご参加いただいた皆様、お下がりを提供いただいた
皆様、ありがとうございました！
　お下がり交換会の実行委員会「つなぐme」メンバーを募集中です。メンバー
はママさんばかりなので、参加できるときだけでも大歓迎です。ご興味のある
方はぜひ、お問い合わせください！

コミスクPLUS 〈まちづくり推進事業〉 Smileハウス 〈子どもの生活・学習支援事業〉

　6/23（日）第1回コミスクかふぇを開催しました。講師に北海道大学大学
院教育推進機構講師で社会教育士の佐々木直人氏を迎え「子どもと育つ地域
の未来」と題してご講演いただきました。校長先生をはじめ学校関係者や地
域の方、保護者の方など、立場を超えて沢山の方にご参加いただきました。
講演では、現在の教育や子供たちが置かれている状況だけではなく、対話の
必要性などについても聴く事ができました。
　参加者同士の感想をシェアする時間には、盛り上がり過ぎて時間が足りな
いほど「先生方全員に聴いてほしい」、「保護者も知らなければいけないこ
とがたくさんある」など意見交換が各テーブルで行われていました。

<花のまちづくり推進事業>

みんなのガーデンプロジェクト

〈子育て支援事業>
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